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宗谷教職員組合 
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宗
谷
の
学
校
で
は
、
校
長
先
生
を

リ
ー
ダ
ー
に
民
主
的
な
学
校
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
宗
谷
教
育
局

に
よ
る
人
事
異
動
要
領
の
提
示
を
受

け
て
、
校
長
先
生
は
民
主
的
学
校
づ

く
り
の
観
点
か
ら
人
事
の
進
め
方
を

提
示
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。 

そ
こ
に
は
、
こ
の
半
年
間
の
学
校

づ
く
り
の
成
果
や
課
題
、
来
年
度
の

教
職
員
構
成
の
見
通
し
、
次
年
度
に

お
け
る
学
校
づ
く
り
の
重
点
な
ど
が

示
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。 

最
近
は
、
こ
う
し
た
丁
寧
な
取
り

組
み
が
す
べ
て
の
職
場
で
行
わ
れ
て

い
な
い
現
状
も
あ
る
よ
う
で
す
。
職

場
の
全
教
職
員
が
、
自
分
の
問
題
と

し
て
次
年
度
に
向
か
う
学
校
づ
く
り

の
展
望
を
持
つ
た
め
に
大
切
に
し
あ

い
た
い
視
点
で
す
。 

各
学
校
で
は
、
学
校
文
化
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
、
学
校
祭
や
学
芸
会
に
向
か
っ
て
子

ど
も
た
ち
も
先
生
方
も
奮
闘
さ
れ
て
い
る
頃
で
す
。
ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
、
人
事
異
動
要
領

が
発
表
さ
れ
、
来
年
度
に
向
か
っ
て
の
職
場
議
論
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
宗
谷
教
職
員
組
合
で

は
、
こ
う
し
た
節
目
の
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
「
学
校
づ
く
り
と
人
事
」
を
考
え
あ

う
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

な
視
点
で
深
め
合
え
る
も
の
で
す
。

ま
だ
や
っ
て
な
い
！
と
い
う
分
会
も

大
丈
夫
。
こ
れ
か
ら
半
年
間
の
長
い

取
り
組
み
。
ま
ず
は
、「
分
会
会
議
し

ま
す
よ
！
」
と
声
を
出
す
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。 

宗
谷
教
組
と
し
て
「
学
校
づ
く
り

と
人
事
」
の
観
点
で
大
切
に
し
た
い

一
〇
の
項
目
を
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
第
一
次
懇
談
資
料
」
で
す
。 

・
人
事
の
基
本
に
つ
い
て 

・
民
主
的
な
協
議
と
具
申
の
関
係 

・
民
主
的
な
要
領
の
運
用 

・
管
内
課
題
に
つ
い
て 

・
私
た
ち
の
実
践
力
の
向
上 

・
各
市
町
村
が
進
め
る
条
件
整
備 

 

な
ど
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧

に
扱
え
ば
、
人
事
で
哀
し
い
思
い
を

す
る
先
生
、
困
難
を
解
決
で
き
な
い

学
校
は
生
ま
れ
な
い
は
ず
で
す
。 

「学校づくりと人事」は分会・支

部と本部が力を合わせて取り組
まないと、運動が進まない難点も

あります。デスクマットに挟むな

どして意識してみましょう。 

 

 

 

 

九
月
か
ら
、
各
支
部
で
は
「
学
校

づ
く
り
と
人
事
の
学
習
会
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
日
の
多
忙
の

中
で
学
習
会
に
参
加
す
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
も
、
語
り
合
う
こ
と
で
「
職
場

の『
い
ま
』」が
見
え
て
き
た
り
、
様
々

○○学校人事の進め方 
【学校経営の観点】 

校訓 「力合わせ」 

２７年度経営の重点 

 学校づくり 

 授業づくり・・・ 

２８年度経営の柱 

 民主的学校づくり 

 授業づくり・集団づくり・・・ 

【人事の進め方】 

管内課題 

○○学校の教職員定数の見通し 

校長・教頭・学担・事務・養教・○○加配

….. 
教職員構成 

長年勤務者が■人、異動対象者は△人。 

こうした方が機械的に全員異動すると学

校づくり上の課題は…… 

人事を進めるにあたって 

・次世代のリーダーの生み出し 

・特別支援学級の・・・ 

 

人事学習会の感想より 
毎年人事の学習を聞いても、まだ

まだよくわからない点や大事にし

なければならない点に気づかされ

ます。多くの先生方と確かめ合う

ことの大切さを実感した学習会で

した。ありがとうございました。 

 

来年度の人事の課題について、具

体的な質問にも答えていただき、

改めて学べた貴重な機会になりま

した。ありがとうございました。 

 

職場のこと、管内のことなど、色々

と考えながらすすめる人事は大変

だなあといつも思います。でも、

不公平感が出ないように、一人ひ

とりがしっかり考えて結論を出す

ことが大切ですし、みんながそう

いう意識を持てたらいいなぁと思

います。 

 

 

◆人事異動要領が出される 
 第一次懇談資料で人事の基本を語り合おう 

◆学校づくりと一人ひとりの要求について分

会会議で語ろう 
 分会では分会懇談資料をつくろう。 

◆「やむを得ない事情」に関わる人事の理解

と納得を求め合おう 
 本人・分会・支部・本部で要求の練り合いをし

ましょう。 

組合調書は１０月３１日本部集約です。 

 

◆支部は分会の様子を聞き取り支部懇談資

料をつくろう 
 女性部「生き生きアンケート」も踏まえて街

の教育を考えよう 

◆人事面接に向かう不安や思いを語り合うこ

とで整理しよう 
 局面接の前に、不安な思いや要求を確かな思

いにしよう。 

◆宗谷教組として、２０１６年度人事の課題

をまとめます。 

 

学習会の 
様子を 
支部情報に 
まとめよう！ 
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 豊富小学校は新校舎になり、１ヶ月が過ぎま

した。旧校舎で職員トイレがあったときは職員

で輪番制にしてトイレ掃除をみんなでしていま

した。しかし校舎建築のため旧校舎の一部を取

り壊した際、職員トイレがなくなり、トイレ掃除

が行われなかった時期がありました。新校舎に

は（もちろんですが）職員トイレがあります！

「トイレ掃除を再開させよう」と声が挙がり、当

番表を組み立てていました。 

 ここで発覚した驚きの事実があります！豊富

小学校の男性職員は１３人います。そのうち７

人が「あ行」なんです。過半数ですね。この世に

いろいろな苗字がある中で、「ここまで苗字の偏

りがある職場はないよね」という話で職場が盛

り上がりました。何気なく見つかった、場が和む

お話でした。（えんどー） 

 

 

リレーエッセイ「言の葉」 
  

９月１２日（土）、札幌において行われた全北海道教職員組合 第２８回中央

委員会では、各単組から情勢、それぞれの活動、課題等々、様々な観点で討論が

行われました。 

特に話題に上がっていたのが、やはり「戦争法案」についてでした。その中で

も、私自身が改めて感心させられたのが、教職員投票や抗議ＦＡＸなど、組合・

未組・管理職の枠を超えて取り組むことができた活動がある、ということでした。

「日々忙しい」のは、誰しもでしょうが、その中で安保法案に向かう取り組みで

ここまで共闘できたのは、先生方が「通ってしまったらどうなるのか！」「絶対

に許すことはできない！」という思いで１つになれたからでしょう。立場の違う

先生方が一つの方向に向かうことができたのは素晴らしい、と思うとともに、こ

の先も力を入れていかなければならない活動だな、と思いました。 

 また、討論の中では、学力学習状況調査や○○スタンダードについての討議も

多くなされました。子ども達の健やかな成長・発達を目指す教育にふさわしいの

か？と考えさせられる昨今の情勢、現実と向き合いながら、子ども達のためにど

う対処していくべきか、前述の安保法案のみならず、立場を超えた語りを、職場・

地域・家庭に広め、みんなで考えていかなければならないと思いました。 

 最後に、各単組の先生方から聞こえて

くるお話で、（地域によっては、）様々な

部分で管理・統制が強いられてしまって

いる地域がある、と知りました。そんな

中、宗谷の教育現場は（他地域に比べる

と）まだ民主的なほうだと思います。こ

こには、これまで組合で頑張ってこられ

た先輩方が管理職となり、理解を示して

くださったり、宗谷教職員組合の活動が

活発に行われていたりするからでしょ

う。今後も様々な課題に取り組んでいか

なければならないと思いますが、子ども

達のために頑張っていかなければいけ

ないな、と感じました。 

【浜頓別支部／佐々木 貴】 

 

 

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
合
同
教

研
と
は
、
年
に
一
度
札
幌
で
行
わ
れ
る
教
育

研
究
集
会
の
こ
と
で
す
。
二
日
日
程
で
行
わ

れ
、
一
日
目
の
午
前
中
は
テ
ー
マ
別
討
論
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
年
の
情
勢
に
よ
っ
て
内

容
が
か
わ
り
、
今
年
は
「
憲
法
と
平
和
」、「
十

八
歳
選
挙
権
」
「
豊
か
な
心
を
育
む
道
徳
教

食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
運
動
の
秋
、
そ

し
て
組
合
と
し
て
は
学
び
の
秋
で
す
。
今
年

も
合
同
教
研
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
宗
谷
か
ら
札
幌
（
昨
年
か
ら
は
江
別

市
の
札
幌
学
院
大
学
）
へ
三
〇
人
前
後
が
学

び
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
「
合
同
教
研
と
は
何
な
の
か
？
」

育
」
な
ど
５
本
行
わ
れ
ま
す
。 

一
日
目
の
夕
方
は
「
教
育
の
夕
べ
」
と

い
う
全
体
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

は
北
海
道
文
学
館
長
の
池
澤
夏
樹
さ
ん
が

「
原
発
、
沖
縄
基
地
、
憲
法
、
教
育
…
～

日
本
の
将
来
、
北
海
道
の
未
来
～
」
と
い

う
題
目
で
お
話
を
さ
れ
ま
す
。 

メ
イ
ン
は
一
日
目
の
午
後
か
ら
２
日
目

の
夕
方
ま
で
行
わ
れ
る
分
科
会
で
す
。
教

科
教
育
か
ら
生
活
指
導
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
、
不
登
校
・
登
校
拒
否
・
高
校
中

退
、
環
境
・
公
害
と
教
育
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
別
れ
、
学
び
を
深
め
ま
す
。
年
齢

層
は
大
学
生
か
ら
退
職
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

全
道
各
地
の
学
校
の
様
子
を
聞
き
、
行

わ
れ
て
い
る
実
践
を
学
ぶ
と
、
自
分
の
視

野
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
全
道
で
奮
闘
さ

れ
て
い
る
仲
間
に
会
う
と
元
気
が
出
ま

す
。
ぜ
ひ
十
一
月
は
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

学
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
（え
ん
ど
ー
） 

 教採学習会の２次対策で、「みんなで合格を勝ち取るためにカツ丼を食

べよう」ということでカツ丼を食べたことがありました。しかし、学ぶ

ために時間がおしい臨教部の先生方。そこで思いついたのが、グループ

に分かれてご飯を食べながら課題について意見を出し合うということを

しました。実はこれ、都会の企業ではよく行われているようで、昼食（ラ

ンチ）を食べながら会議（ミーティング）をするということでランチミ

ーティングと言われるものです。 

 

 

 

 

 先日の支部代表者会議でも同じようにランチミーティングが行われま

した。その様子を見ていると、少人数になって食べ物を食べながらだと、

お話が進むということです。食べることによって口が動き、会話が弾む

のでしょうか。ぜひみなさんの分会でも出前を取って…、お菓子をつま

みながら…、子どもの様子を交流したり、議題の討論をしたりしてみま

せんか？（えんどー） 

 


